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自立活動学習指導案
自閉症・情緒障害通級指導教室（あけぼの教室）３人（２年男子３人）

指導者　Ｔ１　中原　雅弘　　Ｔ２　福永　梨紗　

１　活　動　名　　こんなときどうする？　〜自分の思いや考えを言葉で伝えよう〜
　　　　　　　　　　（心理的な安定：人間関係の形成：コミュニケーション）

２　活動の目標

○　自分の思いや考えを伝えるときの大切なポイント（「はっきりと」，「やさしく」）に気を付

けて，他者とコミュニケーションを図ることができる。

○　日常に起こる課題場面において，よりよい行動を考え，自分の思いや考えを言葉で伝え合

うことができる。

○　自分ができるようになったことに気付いたり，友達と互いのよさを認め合ったりすること

ができる。

３　活動について
　⑴　活動設定の理由

　対象となる子ども３人は，同じ在籍校ということもあり，気兼ねなく接し，仲良く遊んだり，学

習したりしている。話をすることが好きで，友達や教師との関わりを楽しんでいる。しかし，周囲

の状況を把握したり，相手の気持ちを考えたりすることが苦手であるために，一方的に話したり，

自分の思いだけで接したりしてしまうことが少なくない。また，一方で，慣れない人や環境によっ

ては，過度な緊張や不安，自信のなさにより，自分の思いや考えを伝えることができないことが多

く，困っていることも伝えることができずにストレスを抱えやすい状況にある。また，経験したこ

とがある場面であれば，自分がとるべきよりよい行動を考え，自分から進んで思いや考えを伝える

ことができるが，経験していない場面に対してはどうしてよいか分からずに戸惑ってしまい，自分

の思いや考えを言葉で伝えることができないこともある。

　そこで，本活動では，相手に自分の気持ちをよりよく理解してもらうために，自分の思いや考え

を伝えるときの大切なポイント「はっきりと」，「やさしく」を意識しながら活動できるようにする。

また，日常に起こる課題場面を取り上げて，具体的にどうすればよいかを話し合ったり，役割演技

を通して疑似体験をしたりすることで，どのように自分の思いや考えを伝えればよいかを考え，実

際に言葉で伝え合うことができるようにする。さらに，活動を振り返り，自分ができるようになっ

たことに気付いたり，友達に自分の頑張りやよさを認めてもらったりすることで，自分の思いや考

えを伝えることに対して自信をもつことができるようにする。

　指導に当たっては，まず，自分の思いや考えの伝え方を例示した教師の役割演技（ＶＴＲ）を見

ることで，大切なポイント「はっきりと」，「やさしく」に気付くことができるようにする。そして，

これまでの経験を振り返ったり，よりよい行動について話し合ったりし，声の大きさや「あったか

言葉」を使うなど，大切なポイントをより具体的に共有することで活動を通した個人のめあて（「今

日頑張ること」）に対する見通しをもつことができるようにする。次に，ゲームを通して，日常に

起こる課題場面において自分の思いや考えをどのように伝えればよいかを話し合って考えたり，役

割演技を通して疑似体験をしたりする。使用するゲームは，活動への興味・関心を持続することが

できるように，課題を解決してピースを集めるパズル型と止まったマスの指示に従って進むすごろ

く型の２種類を準備する。また，ゲームでは，場面設定をした複数のカードを準備し，その中からカー

ドを引くことで場面設定を行う。使用するカードには，想定した課題場面に加え，家庭や在籍校と

の連携により把握した実際に起こった課題場面を準備する。そうすることで，同じような場面に遭

遇した際，その経験を生かしてよりよい方法を考え，自分の思いや考えを伝えることができるよう

にする。そして，活動を通して活用する「できたかなカード」（自己評価カード）によって振り返

りを行い，自分でできるようになったことに気付いたり，友達に頑張りやよさを認めてもらったり

することで，自分の思いや考えを伝えることができるという自信をもつことができるようにする。

　このような学習を通して，子どもたちが，実際の場面に応じたよりよい行動を考え，周囲の人と

積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲をもつことができると考える。また，自己の変容

を実感できたり，他者に認められたという喜びを味わったりすることで，自己肯定感を高め，生活

を更に豊かにしていくことにつながると考える。
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　⑵　子どもの実態

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児

教
育
的
ニ
ー
ズ

・　自分の思いどおりにいかな
いときに，気持ちをコントロー
ルし行動できるようになるこ
と。

・　苦手なことにも意欲的に取
り組んだり，失敗を恐れずに
自信をもって行動したりする
ことができるようになること。

・　自分の思いどおりにいかな
いときに，気持ちをコントロー
ルし行動できるようになるこ
と。

・　相手の感情や場の状況を把
握し，コミュニケーションを
とったり，行動したりするこ
とができるようになること。

・　自分の思いどおりにいかな
いときに，気持ちをコントロー
ルし行動できるようになるこ
と。

・　周りの人に影響されずに，
自分の考えに自信をもって行
動することができるようにな
ること。

心
理
的
な
安
定

・　初めて行う活動や苦手なこ
とに対して不安傾向が強いが，
見通しがもてると安心して行
動することができる。

・　感情的になると衝動的に行
動してしまうことがある。

・　ゲームなどで夢中になったり
うまくいかなかったりして気持
ちが高揚すると，言葉遣いが荒
くなるが，声掛けをすることで
気持ちをコントロールし落ち着
いて行動することができる。

・　経験が少ないことに対して，
自信のなさが言動に表れるが，
できていることを称賛するこ
とで，活動に意欲的に取り組
むことができる。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

話
す

・　自分から進んで話し掛ける
ことはできるが，困ったとき
に自分の気持ちを言葉で伝え
ることができないことがある。

・　自分から進んで話し掛ける
ことはできるが，一方的に自
分の思いや考えを伝えてしま
うことがある。

・　人前で自分の考えを発表す
ることが苦手である。また，
説明するときに，言葉が不十
分なところが見受けられる。

聞
く

・　相手の話を聞き，内容を理
解することはできるが，話を
最後まで聞かずに，行動を始
めてしまうことがある。

・　相手の話を最後まで聞くこ
とができ，分からないときは
質問することができる。

・　相手の話を最後まで聞くこ
とができるが，指示や説明が
長かったり，複雑になったり
すると理解が難しい。

人
間
関
係
の
形
成

他
者
と
の
関
わ
り

・　人と関わることが大好きで，
自分から進んで声を掛けるこ
とができる。しかし，自分で
は仲良くしたいと考えている
が，時に感情的になったり，
自己中心的になったりして，
うまく関われないことがある。

・　自分から進んで友達と関わ
ることができ，共通の話題で
会話を楽しんだり，遊んだり
することができる。しかし，
夢中になると自分の思いが優
先し，相手の同意を得ないま
ま行動してしまうことがある。

・　特定の友達とばかり関わっ
てしまうことが多い。初めて
会う人に対しては，自分の思
いを伝えきれないことが多い。
また，困ったときに自分から
助けを求めることが難しく，
抱え込んでしまうことがある。

集
団
へ
の
参
加

・　活動への見通しがもてると，
ルールを守って活動に参加し
楽しむことができるが，見通
しがもちにくい新しい環境に
おいては，不安感が強く，自
分から進んで参加できないこ
とがある。

・　集団の中で，ルールを守っ
て活動に参加できる。また，
好きな活動では，自信をもっ
て意欲的に取り組むことがで
きる。時には，グループでの
話合いでみんなの考えをまと
めようとする姿も見られる。

・　集団の中で，ルールを守っ
て活動に参加できるが，初め
て行うことに対して消極的に
なったり，周りの人の行動に
影響されやすく，望ましくな
い行動をまねしたりすること
がある。

４　指導に当たって
　⑴　「自分事の問い」をもつための手立ての充実

・　個別の教育支援計画や保護者，在籍校担任によるチェックリストを活用することで，子どもの
実態を把握し，実態に応じた「自分事の問い」を想定する。

・　「できたかなカード」（自己評価カード）には，活動を通して意識させたい大切なポイントを明
記し，子どもたちがそれを基に個人のめあて（「今日頑張ること」）を設定できるようにする。ま
た，終末段階にできたかどうかを記録することで，できたことやできるようになったことを確認
し，次時の個人のめあての設定につなげることができるようにする。

・　評価資料を作成することで，教師の手立てや子どもの学習状況を振り返り，次時の「自分事の
問い」につながる個人目標を設定することができるようにする。

　⑵　「自分事の問い」の解決につながる「学び合い」の設定
・　「大切なポイント」を示したソーシャルスキルカードを活用することで，個人のめあて（「今日

頑張ること」）を意識しながら自分の思いや考えを伝えたり，友達の意見を聞いたりすることが
できるようにする。

・　自他のよさを見付け，伝え合ったり認め合ったりする場を設定することで，個人のめあて（「今
日頑張ること」）の解決につなげることができるようにする。

　⑶　自己の変容を実感できる評価の在り方
・　活動を通して，「できたかなカード」に自己評価することで，個人のめあて（「今日頑張ること」）

の達成やこれまでの自分の学習の成果を実感することができるようにする。また，友達にも評価
してもらうことで，互いのよさに気付いたり，認め合ったりし，自信をもって活動できるように
する。
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５　指導計画（総時数５時間）

次 時
間 指導のねらいと主な活動内容 子どもの意識

一

次

１

「自分の考えを伝えるときに大切なことは何だろう。」
【指導のねらい】
・　自分の思いや考えを伝えることができなかっ

た経験を振り返ることができる。

・　役割演技などを通して，自分の思いや考えを

伝えるときに大切なことを考えることができる。

【活動内容】
１　これまでの経験を振り返る。

２　役割演技（ＶＴＲ）を見て，自分の思いや考

えを伝えるときに大切なことを話し合う。

　大切なポイント「はっきりと」

　　レベル１：自分の思いや考えを言葉にする。

　　レベル２：相手に伝わる声の大きさで伝える。

　大切なポイント「やさしく」

　　レベル１：「あったか言葉」を使う。

　　レベル２：相手の気持ちを考える。

３　場面に応じた役割演技に挑戦する。

４　活動の感想や友達のよいところを発表する。

二

次

２

「こんなときどうするゲームに挑戦しよう１」
【指導のねらい】
　具体的な場面で，自分の思いや考えを伝えると

きの大切なポイントを意識しながら，自分の思い

や考えを言葉で伝えることができる。

【ゲームの内容】
「こんなときどうする？ゲーム（パズル型）」

１　カードを引く。

２　カードに書かれてある場面に応じたよりよい

行動を考える。

３　自分の考えを発表する。（役割演技）

４　発表することができたらパズルのピースをもらう。

５　パズルの完成を目指す。

【活動内容】
１　「今日頑張ること」を決める。

２　ゲームのルールを確認する。

３　実際にゲームをする。

４　振り返り（自己評価・相互評価）をする。

三

次

２
（
本
時
２
／
２
）

「こんなときどうするゲームに挑戦しよう２」
【指導のねらい】
　具体的な場面で，自分の思いや考えを伝えると

きの大切なポイントを意識しながら，自分の思い

や考えを言葉で伝えることができる。

【ゲームの内容】
「こんなときどうする？ゲーム（すごろく型）」

１　マスに止まるごとにカードを引く。

２　カードに書かれてある場面に応じたよりよい

行動を考える。

３　自分の考えを発表する。（役割演技）

４　発表することができたら，マスの指示に従い，

ゲームを進める。

５　ゴールを目指す。

【活動内容】
１　「今日頑張ること」を決める。

２　ゲームのルールを確認する。

３　実際にゲームをする。

４　振り返り（自己評価，相互評価）をする。

家庭や在籍学級との連携

目　　　標

○　日常に起こる課題

場面に応じて自分の

思いや考えを伝える

ことができる。

○　自分の思いや考え

を伝えるときの大切

なポイント「はっき

りと」，「やさしく」

を意識して，自分の

思いや考えを表現す

ることができる。

連　　　携

【家　庭】

○　家庭において日常

に起こる課題場面を

カードに書いてもら

い，ゲームで活用す

る。

○　大切なポイントを

意識しながら自分の

思いや考えを伝える

ことができたら称賛

する。また，あけぼ

のノート（連絡ノー

ト）等で知らせても

らう。

【在籍学級】

○　在籍学級において

日常に起こる課題場

面をカードに書いて

もらい，ゲームで活

用する。

○　大切なポイントを

意識しながら自分の

思いや考えを伝える

ことができたら称賛

する。また，あけぼ

のノート（連絡ノー

ト）等で知らせても

らう。

　これまでに

どんなことが

で き て い な

かったかな。

　「 今 日 頑 張

る こ と 」 は，

どれにしよう

かな。

　大切なポイ

ント「はっき

りと」のレベ

ル２ができた

らいいな。

　次は，大切

なポイントの

「やさしく」が

できるように

なるぞ。

　みんなから

「 で き て い た

よ。」 と 言 わ

れてうれしい

な。次も頑張

るぞ。

　どんなこと

に気を付けて

自分の思いや

考えを伝えれ

ばいいかな。

　大切なポイ

ントに気を付

けて，自分の

思いや考えを

伝えることが

できたらいい

な。

　家や学校で

も， 自 分 の

思 い や 考 え

を「はっきり

と」，「やさし

く」伝えるこ

とができたら

いいな。
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６
　
本
　
　
　
時
（
５
／
５
）

　
⑴
　
目
　
　
標

　
　

日
常

に
お

け
る

課
題

場
面

に
応

じ
た

よ
り

よ
い

行
動

を
考

え
，「

大
切

な
ポ

イ
ン

ト
」

を
意

識
し

な
が

ら
自

分
の

思
い

や
考

え
を

言
葉

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

個 人 目 標

Ａ
児

場
面

の
状

況
を

把
握

し
，

よ
り

よ
い

行
動

を
考

え
，

自
分

の
思

い
や

考
え

を
は

っ
き

り
と

（
相

手
に

聞
こ

え
る

声
の

大
き

さ
で

）
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ｂ
児

場
面

の
状

況
を

把
握

し
，

よ
り

よ
い

行
動

を
考

え
，

自
分

の
思

い
や

考
え

を
や

さ
し

く
（

相
手

の
気

持
ち

を
考

え
て

）
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ｃ
児

場
面

の
状

況
を

把
握

し
，

よ
り

よ
い

行
動

を
考

え
，

自
分

の
思

い
や

考
え

を
や

さ
し

く
（

相
手

の
気

持
ち

を
考

え
て

）
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
⑵
　
展
　
　
開
　
　
○
数
字
は
，「

自
分
事
の
問
い
」
に
対
す
る
し
か
け
（
①
教
材
・
教
具
　
②
発
問
　
③
場
　
④
連
携
）　

☆
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
留
意
点
　

過
程

（
分

）
主

　
な

　
学

　
習

　
活

　
動

子
　

ど
　

も
　

に
　

応
　

じ
　

た
　

具
　

体
　

的
　

な
　

手
　

立
　

て

Ａ
　

児
Ｂ

　
児

Ｃ
　

児

１
　
前
時
の
学
習
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

２
　
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
を
確
認
す
る
。

「
は

っ
き

り
と

」　
「

や
さ

し
く

」

３
　
本
時
の
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

　
⑴

　
本

時
の

め
あ

て
に

つ
い

て
考

え
る

。

　
⑵

　
め

あ
て

を
声

に
出

し
て

読
む

。

　
⑶

　
個

人
の

め
あ

て
（「

今
日

頑
張

る
こ

と
」）

を
決

め
る

。

４
　
活
動
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

５
　
実
際
に
「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
ゲ
ー
ム
」
を
す
る
。

　
⑴

　
ゲ

ー
ム

の
進

め
方

（
ル

ー
ル

）
を

確
認

す
る

。

　
⑵

　
順

番
を

決
め

る
。

　
⑶

　
ゲ

ー
ム

を
す

る
。【
「
学
び
合
い
」】

６
　
本
時
を
振
り
返
り
，
活
動
の
感
想
や
友
達
の
良
か
っ
た
と
こ
ろ
を
発

表
す
る
。【

自
己
評
価
・
相
互
評
価
】

７
　
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
考
え
る
。

（
活
動
全
体
を
通
し
て
の
振
り
返
り
）

①
　

題
材

マ
ッ

プ
を

提
示

す
る

こ
と

で
，

こ
れ

ま
で

の
活

動
を

想
起

し
た

り
，

活
動

を
通

し
て

の
目

標
を

確
認

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

①
　

自
分

の
思

い
や

考
え

を
伝

え
る

と
き

に
大

切
な

ポ
イ

ン
ト

を
絵

カ
ー

ド
で

常
時

掲
示

し
て

お
く

こ
と

で
，

常
に

意
識

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

②
　「

大
切

な
ポ

イ
ン

ト
に

気
を

付
け

て
，

自
分

の
考

え
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
か

な
。」

と
発

問
を

す
る

こ

と
で

，
本

時
の

め
あ

て
へ

の
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

①
　
活
動
を
通
し
て
，「

で
き
た
か
な
カ
ー
ド
」（

自
己
評
価
カ
ー
ド
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
，
個
人
の
め
あ
て

（「
今
日
頑
張
る
こ
と
」）

を
明
確
に
も
ち
，
意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

①
　

活
動

の
流

れ
を

常
時

提
示

し
て

お
く

こ
と

で
，
見

通
し

を
も

っ
て

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

①
☆

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
を

活
用

す
る

こ
と

で
，
ゲ

ー
ム

の
進

め
方

や
約

束
を

視
覚

的
に

提
示

し
，

見
通

し
を

も
っ

て
活

動
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

④
　

日
常

に
起

こ
る

課
題

場
面

が
書

か
れ

た
ゲ

ー
ム

で
使

用
す

る
カ

ー
ド

に
，

保
護

者
や

在
籍

校
担

任
が

作
成

し

た
カ

ー
ド

を
加

え
る

こ
と

で
，

活
動

を
自

分
の

事
と

し
て

具
体

的
に

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

③
　

自
分

の
考

え
を

ボ
ー

ド
に

書
き

，
提

示
す

る
こ

と
で

，
自

分
の

考
え

を
明

確
に

し
た

り
，

友
達

の
考

え
を

把
握

し
易

く
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

①
　

自
分

の
考

え
が

書
け

な
い

と
き

に
は

，
選

択
肢

を
与

え
た

り
，

教
師

と
一

緒
に

考
え

た
り

す
る

こ
と

で
自

信
を

持
っ

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

①
　

ボ
ー

ド
に

書
か

れ
た

考
え

を

称
賛

す
る

こ
と

で
，

自
信

を

も
っ

て
自

分
の

考
え

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

①
　

気
持

ち
を

表
す

表
情

カ
ー

ド

を
活

用
す

る
こ

と
で

，
相

手
へ

の
意

識
を

高
め

，
相

手
の

気
持

ち
を

考
え

た
言

葉
掛

け
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

②
　「

今
の

伝
え

方
は

よ
か

っ
た

よ
。」

と
称

賛
す

る
こ

と
で

，

活
動

に
対

し
て

自
信

を
も

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

③
　
教
師
が
つ
な
ぎ
役
に
な
り
，
互
い
の
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
で
，
自
分
の
考
え
と
友
達
の
考
え
を
比
べ
，

よ
り
よ
い
考
え
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

①
　「

で
き
た
か
な
カ
ー
ド
」（

自
己
評
価
カ
ー
ド
）
を
使
っ
て
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
で
，「
今
日
頑
張
る
こ
と
」

を
達
成
で
き
た
か
自
己
評
価
し
た
り
，
互
い
の
頑
張
り
や
よ
さ
を
相
互
評
価
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

①
④

　
活

動
を

通
し

て
よ

か
っ

た
と

こ
ろ

を
称

賛
す

る
こ

と
で

，
自

分
の

思
い

や
考

え
を

伝
え

る
こ

と
へ

の
自

信
を

深
め

，
家

庭
や

在
籍

校
で

も
学

習
し

た
こ

と
を

生
か

そ
う

と
す

る
思

い
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

つ か む ・ 見 通 す
（

1
0
）

活 動 す る
（

2
5
）

振 り 返 る
（

1
0
）

　
今

日
頑

張
る

こ
と

は
何

に
し

よ
う

か
な

。

　
ぼ

く
は

こ
う

思
う

け
ど

ど
う

か
な

。
　

今
の

伝
え

方
は

と
て

も
い

い
ね

。

　
自

信
を

も
っ

て
，

自
分

の

思
っ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
を

伝
え

る
ぞ

。

　（
よ

り
よ

い
行

動
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

）
自

分
の

考
え
と
友
達
の
考
え
を
比
べ
て
，
友
達
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
や
よ

り
よ
い
考
え
を
見
つ
け
よ
う
。

　
大

切
な

ポ
イ

ン
ト

に
気

を
つ

け
て

，
自

分
の

考
え

を
つ

た
え

よ
う

。
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